
施策分野 １　学びのステージに応じた教育のあり方

１－４　特別なニーズに対応した教育の推進

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価

○「個別の教育支援計画」の作成率は上昇している。「個別の指導計画」は幼・小・中は90%を超える水準で推移している。

作成の推進と計画に記載されている指導や支援の内容について、校内での研修が必要である。
○特別支援教育に関する研修の修了者の割合は増加している。研修の内容を実際に活用できるよう、研修後も助言や相
談できる場の充実が必要である。

H25 H26 H27 H28 H29

奈良県(幼) 87.6 88.0 97.8 95.5 95.2

奈良県(小) 99.0 98.5 97.5 96.5 99.0

奈良県(中) 90.5 89.5 91.3 92.3 93.3

奈良県(高) 37.8 43.2 43.2 27.0 45.9

全国(幼) 67.2 71.3 73.7 74.9 77.0

全国(小) 92.4 93.5 94.1 94.7 95.9

全国(中) 87.6 89.8 98.2 91.2 92.5

全国(高) 29.8 33.0 37.9 40.5 43.6
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個別の指導計画の作成率
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（特別支援教育体制整備状況調査）

H25 H26 H27 H28 H29

奈良県(幼) 54.9 56.7 65.7 77.3 82.4

奈良県(小) 49.8 58.1 73.3 87.6 93.4

奈良県(中) 55.2 66.7 74.0 86.5 89.4

奈良県(高) 18.9 32.4 29.7 27.0 40.5

全国(幼) 53.0 56.4 55.2 57.0 61.7

全国(小) 75.7 79.5 81.2 85.5 88.8

全国(中) 72.8 77.1 78.4 82.0 85.6

全国(高) 25.9 28.1 28.6 32.4 37.0
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個別の教育支援計画の作成率
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奈良県(高) 全国(幼) 全国(小)
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（特別支援教育体制整備状況調査）
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訪問研修講座の実施回数（回）

（奈良県教育委員会）
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研修会の回数（回）

（奈良県教育委員会）
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教員研修修了者の割合
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（奈良県教育委員会）

- 14 -



新・自閉症・情緒障害等通級指導教室設置モデル事業
上段：通級指導教室の設置数（校）　下段：自閉
症・情緒障害等の通級指導教室の設置数（校）

モデル事業を小・中学校３校で実施するとともに、教員養成のための研修を実施する。（目標
値：自閉症・情緒障害等の通級指導教室を３校に設置する。）
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障害のある生徒が自立し、社会参加を図るため、高等養護学校にキャリア教育コーディネー
ターを配置し、キャリア教育・職業教育を充実させる。

94.0 87.0 91.0

平成２８年度平成２７年度

2,803
14

2,409
8

2,349
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評価

取組の成果と課題

○「個別の指導計画」及び「個別の教育支援計画」の作成率が向上し、個に応じた指導や支援が充実してきている。今後、その活用を
さらに推進するための研修等を継続して実施する。
○特別支援学校のセンター的機能や教育研究所の相談機能及び特別支援教育巡回アドバイザーについて、その活用が概ね定着し、
小・中学校等への支援が進んでいる。今後も市町村教育委員会と連携しながら、地域の特別支援教育体制の整備を行う。

○「個別の指導計画」の作成率は、幼稚園、小学校、中学校で90%を超えている。
○保護者や関係機関との連携により作成する「個別の教育支援計画」の作成率は、前年度より向上している。
○「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」の充実と活用が課題であるため、特別支援教育コーディネーター等を対象とした研修を
行う必要がある。
○県立教育研究所の教育相談回数及び訪問研修講座の実施回数は、前年度とほぼ同数で推移しており、機能を果たしている。
○特別支援学校において、外部人材等を活用した研修会を地域に公開している。
○特別支援教育支援員を配置している学校数を増やし、高等学校において発達障害等の指導を充実させることに努めた。
○教員研修修了者の割合は増加している。今後は研修の受講が活用できるよう、研修後のフォローアップの充実が課題である。
○自閉症・情緒障害等通級指導教室設置モデル事業として、新たに自閉症・情緒障害等の通級指導教室を３校設置した。

上段：取組名　下段：取組内容

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

平成２９年度

県立教育研究所における集合研修を特別支援教育コーディネーターのフォローアップ研修とし
て焦点化を図る。訪問研修講座の重点化を図る。市町村教育委員会や学校等と連携を図りな
がら、特別支援教育に関する教員研修未修了者への研修を推進する。 （目標値：訪問研修講
座の延べ実施回数の増加（前年度比）、特別支援教育に関する教員研修修了者の割合の増
加（前年度比））

16
88.2

22
－

20
89.5

特別支援学校のセンター的機能の充実
上段：就学相談を含めた教育相談の延べ数(回)

下段：研修会の開催回数(回)

地域の小・中学校等からの教育相談に対応する。外部人材による講演会、実技研修会を開催
する。（目標値：就学相談を含めた教育相談の延べ数の増加、地域の小・中学校教職員を対
象とした研修会の開催回数の増加（前年度比））

特別支援教育に関する教員研修の充実
上段：訪問研修講座の延べ実施回数(回)

下段：教員研修修了者の割合(%)

96.2
91.4

県立教育研究所における障害児来所教育相談の実施 年間相談回数(回)

障害があると思われる幼児児童生徒や保護者及び教員等に、専門的な立場から相談を行う。
（目標値：年間相談回数1,150回以上）

1,462 1,546 1,571

13

特別支援教育巡回アドバイザーによる訪問の実施
小・中学校の作成率(%)上段：「個別の指導計画」

下段：「個別の教育支援計画」

障害等により配慮の必要な生徒が在籍する高等学校に特別支援教育支援員を派遣し、学校
生活及び学習活動での介助や支援を行う。（目標値：「個別の指導計画」「個別の教育支援計
画」の作成率の向上（前年度比））

43.2
29.7
6/7

27.0
27.0
10/9

45.9
40.5
11/9

各学校の特別支援教育コーディネーター及び管理職に対する指導・支援を行うために、各公
立小・中学校を訪問し、校内支援体制づくりを促進する。（目標値：「個別の指導計画」「個別の
教育支援計画」の作成率の向上（前年度比））

94.0
62.4

94.4
73.7

48

高等学校における特別支援教育支援員の配置
高等学校の作成率(%)上段：「個別の指導計画」

中段：「個別の教育支援計画」
下段：派遣人数(人)/派遣校数(校)

キャリア教育・就労支援等の充実 高等養護学校の就職率（%）

高等学校との交流及び共同学習の推進
交流及び共同学習を実施している学校数

（校）

県立高等学校と特別支援学校の交流及び共同学習を推進する。（目標値：交流及び共同学習
を実施している学校数の増加（前年度比））

－ －

キャリア教育コーディネーターの配置
キャリア教育コーディネーターによる
企業等の職場実習先の開拓件数(社)

特別支援学校にキャリア教育コーディネーター２名を配置し、キャリア教育の充実と職場実習
先の拡大を図る。（目標値：キャリア教育コーディネーターによる企業等の職場実習先の開拓
件数70件以上）

30 50

※水色はアクションプランに掲載されていない取組である。
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平成２９年度の取組から

高等学校との交流及び共同学習の推進

　県立高等養護学校の分教室において、県立高等学校の生徒と美術の授
業で共同学習をしている様子です。
　このような交流及び共同学習を実施している学校は、平成２９年度で
13校ありました。今後は、実施する学校数を増やしていくように、取組
を進めていきます。

特別支援教育に関する教員研修の充実

キャリア教育コーディネーターの配置

特別支援学校にキャリア教育コーディネーターを配置し、キャリア教育の充実と職場実習先の拡大を図る。

職業教育の充実を目指す特別支援学校（高等養護学校）の就職率85%以上

今後の主な取組より (平成３０年度)

訪問研修講座及び学校等支援を通じた職員研修会の延べ実施回数の増加（前年度比）
ブロック別研修会等の実施回数の増加（前年度比）

障害等により配慮の必要な生徒が在籍する高等学校に特別支援教育支援員を派遣し、学校生活及び学習活動での介助や支援を行う。

障害があると思われる幼児児童生徒や保護者及び教員等に、専門的な立場から相談を行う。

年間相談回数1,150回以上

特別支援学校のセンター的機能の充実

地域の小・中学校等からの教育相談に対応する。外部人材による講演会、実技研修会を開催する。

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

就学相談を含めた教育相談の延べ数の増加
地域の小・中学校教職員を対象とした研修会の開催回数の増加（前年度比）

「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」の作成率の向上（前年度比）

高等学校における特別支援教育支援員の配置

各学校の特別支援教育コーディネーターが役割を果たせるための支援を行うために、各公立小・中学校を訪問し、校内支援体制づくりを
促進する。

県立教育研究所における障害児来所教育相談の実施

交流及び共同学習を実施している学校数の増加（前年度比）

「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」の作成率の向上（前年度比）

自閉症・情緒障害等通級指導教室設置モデル事業

モデル事業を小・中学校３校で継続実施するとともに、通級指導教室担当教員育成のための研修を充実させる。

自閉症・情緒障害等の通級指導教室を３校継続設置する。通級指導教室担当者育成のための研修会への年間延べ参加人数130人以
上。

高等学校との交流及び共同学習の推進

県立高等学校と特別支援学校の交流及び共同学習を推進する。

特別支援教育巡回アドバイザーによる訪問の実施

各学校園の実情に応じた研修を行うために、訪問研修講座及び学校等支援で行う職員研修会への重点化を図る。
市町村教育委員会と連携を図りながら、県内の市町村別研修会及びブロック別研修会等を推進する。
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